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▶新型コロナウイルス感染が拡大し，先の見えない
中で新年度を迎えました。対策の最前線で戦って
いる皆さまも，不安な日 を々過ごされているかと思い
ます。本号が発行される頃にどのような状況になっ
ているのかは想像もつきませんが，協力し合い立ち
向かってまいります。▶こうした危機をきっかけとして，
働き方や学び方も大きく変わろうとしています。セミ
ナーや勉強会がオンライン上で行われる機会が増
え，弊社でもWeb会議やテレワークが試みられて
います。意外とできるものだなと思う部分も多 あ々る
一方で，対面の価値を強く感じる場面もしばしばあ
ります。感染が収束した後も，雑誌という形にとどま
らず，必要とされる情報や学びの場を的確にお届け
してまいりたいと思っております。ぜひ，ご要望などお
声をお寄せいただけたら幸いです。� （石塚）

▶特集では事業継続計画（BCP）を取り上げまし
た。ある看護部長さんから，「多職種によるBCP
策定がなかなか進まないので，企画として取り上げ
てほしい」というお声をいただいたのが企画化の
きっかけでした。昨秋から取材に動き始めたのです
が，そのときはまさか発行時期に新型コロナウイルス
の感染拡大が進み，BCPが各施設に迫られる状
況にあるとは少しも想像していませんでした。特集
では，想定外の事象と対峙したご経験や，今後の
対応を考える上で役立つ知恵を寄せていただきま
した。▶感染が収束した段階で，皆さまのご経験を
集め誌面で共有できればと思っています。医療現
場を崩壊させないよう，私たち市民1人ひとりの行
動が問われる時期，慎重に過ごしていきたいと思い
ます。� （小齋）
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一般病棟における 
身体拘束をしない看護の実現 
調査研究と質の高いケア事例から考える
近年，急性期病院における身体拘束の中止が話題となっています。しかし，ひと口に「急性期
病院」と言っても，特定機能病院や都市部の大規模病院と，地域の一般病院とではスタッフ数
やリソースに開きがあります。本特集では，桐山啓一郎氏（朝日大学）に企画協力をいただき，
主に地域の一般病院における身体拘束をしない看護の実現について掘り下げます。
一般病棟に入院中で身体拘束されていた552名の患者の実態調査と考察，そして看護師の
工夫によって身体拘束を廃止・減少させた質の高い看護ケア事例を提示します。併せて，本特
集テーマを考察する上で重要な「医療行為，身体拘束と高齢者虐待」という論点についても
検討します。

企画の背景◦桐山啓一郎

身体拘束実施中の552名への実態調査の結果から
一般病棟における身体拘束の定義の不確かさを考える◦桐山啓一郎

医療行為と高齢者虐待◦松下年子

病棟管理者としての身体拘束ゼロの実現◦佐藤晶子

病棟で実現した身体拘束ゼロとリンクナースとの連携◦日向園惠

【実践報告】リエゾンナースとしての身体拘束最小化◦新田和子

【実践報告】NGチューブ挿入時の看護実践◦河端裕美

【実践報告】夜勤者を交えた身体拘束カンファレンス◦小林みゆき

【実践報告】夕方の足浴で安眠をもたらした事例◦池内勝継

巻頭シリーズ
【石垣靖子氏・対話シリーズ】

看護と倫理　尊厳を護るケアの担い手として◦石垣靖子／清水哲郎／会田薫子

アートとケア◦山元恵子

facebookアカウントをお持ちの方は「いいね！」
をお願いします。
//www.facebook.com/kangokanri1991/
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。
//twitter.com/kangokanri

facebook，twitterやってます！
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